
平成２９年度 

五ヶ瀬町議会報告会

日  時 場  所 対象地区 

10 月 23 日（月）19:00～ 荒踊の館 １区 

10 月 24 日（火）19:00～ 赤谷集落センター 2・3・4・5 区 

10 月 25 日（水）19:00～ 桑野内地区生活改善センター 6・7・8 区 

10 月 30 日（月）19:00～ 鞍岡地区公民館 9・10・11・12・13・14 区 



五ヶ瀬町議会基本条例 前文より 

五ヶ瀬町民（以下「町民」という。）から選挙で選ばれた議員によ

り構成される五ヶ瀬町議会（以下「議会」という。）は、同じく町民

から選挙で選ばれた五ヶ瀬町長（以下「町長」という。）とともに、

五ヶ瀬町の代表機関を構成する。この 2 つの代表機関は、ともに町

民の信託を受けて活動し、議会は多人数による合議制の機関として、

また町長は独任制の機関として、それぞれの異なる特性をいかして、

町民の意思を町政に的確に反映させるために競い合い、協力し合い

ながら、町政の最良の意思決定を導く共通の使命が課せられている。 

 議会が町民の代表機関として、町の発展と町民の福祉の増進のた

めに果たすべき役割はますます大きくなる。議会は公正性・透明性を

確保し、議員は常に自己研さんと資質の向上に努め、この条例の定め

を遵守し、町民に信頼され開かれた存在感のある議会を築かなけれ

ばならない。 

 ここに議会は、自らの活動と責務等の指針を明確にし、町民の負託

に的確に応えることを決意し、議会の最高規範としてこの条例を定

める。 

平成２９年６月制定 

《報告会次第》 

１．開会のことば 

２．議長あいさつ 

３．議会報告 

４．質疑応答・意見交換 

５．閉会のことば 
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③ 有害鳥獣被害対策 ・・・・・・・・・ ９Ｐ
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・今後の日程 ・・・・・・・・・・・・・・・ １１Ｐ
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【 議 会 構 成 】 
平成２９年１２月８日構成 

議 長 小笠 まゆみ 副議長 白瀧 徹哉 

総務農林常任委員会 役場の事務を分野ごとに調査したり、審査したりする

委員会です。・総務課・企画課・農林課・建設課 の所

管事務について担当します。 

≪例えば…≫ 

消防、町の財政、町の事業計画、

農林業、町道・林道について な

ど。 

委 員 長 綾  健一 

副委員長 佐藤 成志 

委  員 甲斐 松男 

委  員 小笠まゆみ 

委  員 

文教福祉常任委員会 役場の事務を分野ごとに調査したり、審査したりする

委員会です。・町民課・福祉課・教育委員会・国民健康

保険病院 他の所管事務について担当します。 

≪例えば…≫ 

税金、国保、介護や福祉制度、子育

て、小中学校、公民館、病院につい

て など。 

委 員 長 秋本 良一 

副委員長 甲斐 政國 

委  員 甲斐 啓裕 

委  員 白瀧 徹哉 

議会運営委員会 議会の運営事項について審査・決定

する機関です。 

本会議の日程を決めたり、会議規則

や委員会条例に関することを担当

します。 

委 員 長 甲斐 松男 

副委員長 甲斐 政國 

委  員 綾  健一 

委  員 秋本 良一 

議会広報編集委員会 多くの町民に議会と町政に関心をもってもらうような

広報・広聴活動を行います。 

「町民に読んでいただく、分かりやす

い記事」を目指し、年４回「議会だよ

り」を発行します。 

委 員 長 甲斐 政國 

副委員長 佐藤 成志 

委  員 綾  健一 

委  員 秋本 良一 

委  員 

議会選出監査委員 主に財務に関する事務について、法令に違反していな

いか、効率的に行われているかを監査し、公表します。 甲斐 啓裕 

行財政改革特別委員会 町の特定の問題について審査・調査するために必要に

応じて設置され、議長を除く８名の議員で構成されま

す。 

委 員 長 佐藤 成志 

副委員長 白瀧 徹哉 
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平成３０年 議会の年間スケジュール 

１月 

２月 

３月 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

１０月 

１１月 

１２月 

第１回定例会 

H29.2.27～3.17(19 日間) 

(主な議案) 

・人事案件（公平委員、固定資産評価審査委員） 

・条例の一部改正 

・H28 一般会計補正予算(△294,500 千円、4,268,000 千円) 

・H28 特別会計補正予算( △29,726 千円、2,017,789 千円) 

・H29 一般会計当初予算(3,604,000 千円) 

・H29 特別会計当初予算(2,030,689 千円) 

  ※各常任委員会による予算審査 

第２回定例会 

H29.6.7～16(10 日間) 

(主な議案) 

・専決処分 

・人事案件（固定資産評価審査委員、農業委員） 

・条例の一部改正 

・H29 一般会計補正予算(120,500 千円、3,724,500 千円) 

・H29 特別会計補正予算( 5,726 千円、2,036,415 千円) 

・議会基本条例の制定 

第３回定例会 

H29.9.4～19(16 日間) 

(主な議案) 

・人事案件（教育委員） 

・H28 一般会計決算の認定(歳入 4,049,782 千円) 

・H28 特別会計決算の認定(歳入 1,937,938 千円) 

  ※各常任委員会による決算審査 

・条例の一部改正（議会会議規則の一部改正） 

・H29 一般会計補正予算(101,000 千円、3,825,500 千円) 

・H29 特別会計補正予算( 23,303 千円、2,059,718 千円) 

第４回定例会 

例年 12 月上旬（8日間程度） 

(主な議案) 

・条例の一部改正 

・H29 一般会計、特別会計補正予算 
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平成２９年１０月２３日 

議会報告会（１区 荒踊の館） 

全議員 

参加者 ２１名 

（荒踊の館） 

平成２９年１０月２４日 

議会報告会（３区 赤谷集落センター） 

全議員 

参加者 １０名 

（赤谷集落センター） 

平成２９年１０月２５日 

議会報告会（７区 桑野内生活改善センター） 

全議員 

参加者 ３５名 

（桑野内生活改善センター） 

平成２９年１０月２６日 

森林・林業・林産業活性化九州大会（大分市） 

総務農林常任委員会 ５名 

・「林業復活と地域創生」 

・「今後の治山対策について」 

・「佐伯型循環林業の取り組みについて」 

（ホルトホール大分） 

平成２９年１０月２７日 

西臼杵郡森林林業活性化協議会研修（日田市） 

総務農林常任委員会 ５名 

・大分県農林研究指導センター 

・エフオン日田 日田発電所 

（(株)エフオン日田） 

平成２９年１０月３０日 

議会報告会（１０区 鞍岡地区公民館） 

全議員 

参加者 ２１名 

（鞍岡地区公民館） 
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平成２９年１１月６日 

西臼杵郡議員大会・研修会（五ヶ瀬町） 

全議員 

・研修会 中九州大仁田山風力発電所について  

（五ヶ瀬町商工会） 

平成２９年１１月８日 

西臼杵農業改良普及事業協議会先進地視察調査 

（大分県竹田市） 

総務農林常任委員長 

・鳥獣被害対策の取り組みについてについて 

・狩猟者の負担軽減対策 

・狩猟者確保の為のｾﾐﾅｰ実施 

・猟免許保持者ｽｷﾙｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ実施 

・捕獲報奨金制度 

・予防強化集落認定による補助事業 

平成２９年１１月９日 

国道２６５号線踏査・要望・意見交換会 

（五ヶ瀬町～小林市） 

議長 

平成２９年１１月１０日 

九州保健福祉大学二十周年記念式典（延岡市） 

副議長・文教福祉常任委員長

平成２９年１１月１３日 

幹部議員研修会（宮崎市） 

副議長・文教福祉、議会運営、広報編集委員長 

平成２９年１１月１４日 

全国過疎自立促進連盟第48会定期総会（東京都） 

議長  

（メルパルクホール） 

平成２９年１１月１６日 

宮崎県森林・林業活性化議員連盟連絡会議総会 

（宮崎市） 

総務農林常任委員 3名 

・「持続的な資源循環型林業の確立」 

・「変化に対応する中国木材」 

・「木質バイオマスの利用技術研究の現状、未来」 （宮崎市民プラザ） 

平成２９年１１月１6日・１７日 

主要地方道竹田・五ヶ瀬線全線改良状況調査に係る踏

査及び総会（五ヶ瀬町～竹田市） 

副議長 
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平成２９年１１月２１日 

西臼杵郡議長会視察研修（群馬県富岡市） 

議長 

・「世界遺産 富岡製糸場を活用した観光振興」

（富岡製糸場） 

平成２９年１１月２２日 

第 61回町村議会議長会全国大会 

議長 

・国の予算編成への要望決議 35件 

・地方議会対策への要望決議  ４件 

・特別決議          ５件
（NHKホール） 

平成２９年１２月１２日 

第 17回九州中央自動車道建設促進大会 

（高千穂町） 

全議員 

・基調講演「九州中央自動車道整備事業の進捗状況」 

・意見発表「いろいろな可能性を秘めた命の道」 
（ホテル高千穂） 

平成２９年１２月２１日 

森林総合研究所九州支所視察 

（熊本市中央区） 

議員７名 

・ＣＬＴパネル工法による共同特殊実験棟建替工事 

（パネル工法現場） 

平成３０年１月１６日・１７日 

国道５０３号整備促進提言活動 

（福岡市） 

議長 

・事業中区間の早期改良の為の重点的な予算配分 

・未事業区間の事業化の為の予算確保 

・実延長36.3ｋｍ 

・改良済18.4ｋｍ 

平成３０年１月２２日 

西臼杵郡森林・林業活性化協議会視察 

（美郷町 宮崎県林業技術センター） 

議員４名 

・センターの概要について 

・再造林について 

・鳥獣被害対策について 

・森林資源開発について

（県林業技術センター） 



議会活動状況（平成2９年１０月～平成３０年  月）

- 6 - 

平成３０年１月２３日 

行財政改革特別委員会 

（町内） 

議員６名 

・スキー場の営業状況調査 

  米田常務による説明 

・ワイナリーの経営状況調査 

  宮野常務、藤本課長による説明 

議員７名 

・光回線を活用したＩＣＴ勉強会 

  フレッツ光概要 

  ひかりサイネージ 

  ひかりタウンチャンネル 

  ひかり健康相談 

  鳥獣害対策 

  カメラ監視 

（米田常務の説明） 

（宮野常務・藤本課長の説明） 

（役場第一会議室） 

平成３０年１月３０日 

議会視察研修 

（高原町） 

全議員 

・農事組合法人「はなどう」

（黒木代表による説明） 

平成３０年１月３１日 

県庁訪問  

（宮崎市） 

全議員 

（鎌原副知事との懇談） 
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平成３０年１月３１日 

時局講演会 

（新富町） 

全議員 

・演題「知られざる皇室」 

・講師 皇室ジャーナリスト 久能 靖 氏 

平成３０年２月１日 

高規格救急車寄贈式 

西臼杵広域行政事務組合消防本部（高千穂町） 

議長 

（祝辞を述べる小笠議長） 

平成３０年２月２日 

九州中央自動車道沿線議会期成会 

（高千穂・日之影道路建設現場・延岡市） 

議長 

・現地視察及び意見交換 

（日之影町 深角） 

平成３０年２月２日 

ＩＣＴセミナー大分 

（大分市） 

総務農林常任委員長・議会広報編集委員長 

・タブレット端末によるペーパーレス会議 

（研修の様子） 

平成３０年２月６日 

西臼杵郡町村議会議長会視察研修 

（佐賀市三瀬村） 

議長・副議長 

・野菜直売所「マッちゃん」 

（会長 合瀬マツヨ氏） 

平成３０年２月７日 

国土交通省九州地方整備局提言活動 

（福岡市） 

議長・副議長 

・九州中央自動車道早期整備に向けた要望 
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平成３０年２月７日 

西臼杵郡町村議会議長会視察研修 

（福岡県篠栗町） 

議長・副議長 

・タブレット端末導入による議会のペーパーレス化

（篠栗町議会） 

平成３０年２月２０日 

宮崎県町村議会議長会定期総会 

（宮崎市） 

議長 

平成３０年２月２６日 

宮崎県北部広域行政事務組合議会 

（延岡市） 

両常任委員長 ２名２名 

平成３０年３月２３日 

西臼杵広域行政事務組合議会 

（延岡市） 

議長・両常任委員長 ３名２名 
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議会議員定数条例、定例会の回数を定める条例、定例会の招集時期を定める条例 

議会会議規則、議会委員会条例、議会傍聴規則、全員協議会規程、議会広報誌発行に関する規則 

① 議会基本条例 

日本国憲法 

地方自治法 

議会基本条例 

前文 

目的 

（第 1条） 

・地方分権と住民自治 

・議会及び議員活動の活性化 

・情報公開と町民参加 

議会、委員会、議員の 

活動原則 

（第２条～第４条） 

・公正性、透明性、信頼性 

・町民の意見反映 

・報告書の作成 

・議員間の自由討議 

・議員の自己研さん 

町民と議会の関係 

（第５条～第７条） 

・情報発信と説明責任 

・会議の原則公開 

・専門的知見の活用 

・各種団体との意見交換 

・議会報告会の開催 

・広報公聴活動の充実 

議会と行政の関係 

（第８条～第11条） 

・質疑の一問一答方式 

・反問権の付与 

・政策形成過程の説明 

・総合計画等の協議 

自由討議の拡大 

（第 12条） 

・議員相互の自由討議 

・積極的な議員発議 

議会及び事務局の体制整備

（第13条～第16条） 

・議員研修の充実 

・議員研究会の開催 

・隣接自治体との連携 

・研修報告書の提出 

・議会図書室の充実 

議員の政治倫理と身分 

（第 17条～第19条） 

・倫理性の自覚 

・政治倫理条例の制定 

最高規範性、見直し手続き 

（第 20条～第22条） 

・議会運営の最高規範 

・議会改革の推進 

・１年ごとの検証 

（平成29年６月制定）
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②空き家対策 

現状  

 人口減少に伴う空き家の増加は全国的な課題となっ

ており、居住環境の悪化や防犯・防災機能も低下させる

要因となることから、自治体の中には、空き家に関する

条例を制定し、危険家屋の除去や移住者向けの修繕等、

国に先行してその対策を進めている所もあります。 

国も平成26年に「空家等対策の推進に関する特別措

置法」を成立させ、平成27年度・28年度の税制改正

において、空き家化の予防、空き家の流通・活用等を促

す新たな制度が導入されました。 

本町においても、過去に所有者や地域の皆さんの協力を得て危険家屋を除去した

経緯がありますが、今後も空き家は増加する事が懸念されることから、空き家の除

去・活用に対する何らかの対応ルールを確立する必要があると思われます。 

一般質問（白瀧徹哉議員） 

定例会 質問 執行部答弁 

平成 23年 

第１回 

（3月） 

自然災害への備

えと廃屋対策に

ついて 

・廃屋問題は所有者等が解決すべき課題 

・危険家屋物件があるとすれば、所有者等を調査し、

現在の状況等を伝達・適切な管理依頼まで 

平成 27年 

第４回 

（12月） 

空き家対策につ

いて

・空き家の有効活用を進めていく 

129戸の空き家中、居住可能空き家は47戸 

空き家バンクに登録は5戸 

・危険空き家は、地域と行政が連携して解決を模索し

ていくのが最善の方法である 

平成 28年 

第 4回 

（12月） 

「特定空き家」

への対応につい

て

・昨年の第４回定例会の答弁と考え方は同じである 

・実際の案件を調査・検証しながら、条例とか補助金

の必要性については検討していく必要がある 

平成 28年  ２月 議員研修 

「五ヶ瀬町における空き家対策」の勉強会を開催 

平成 28年 11月 法務能力実務セミナー 

「空き家条例とごみ屋敷条例」研修 大分市 議員６名 

平成 29年  １月 議会全員協議会 

議会として空き家対策の研究を進める事を確認 

町との協議状況  個人財産への関与はデリケートな面もあることから、強制力の

強い条例ではなく、規程レベルのルールづくりから検討する 

         方が望ましいのではないか。 
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③有害鳥獣被害対策 

五ヶ瀬町議会有害鳥獣対策チーム報告

本対策チームは、総務農林常任委員会所管において平成２５年１２月に設置し、公民館

長会、農業委員会、猟友会、捕獲版、住民との意見交換をはじめ、町内外施設の視察及び

研修会への参加等を実施し、防御及び捕獲、あるいは獣肉解体処理及び販売等について検

討を行い、要望活動を継続してまいりました。

現在の状況を踏まえて、チームによる所見を報告いたします。

 有害鳥獣被害防止対策については、野生鳥獣の個体数が急激に増加し、農作物や林産物

の被害が深刻化・広域化しており、生産者の意欲の低下や耕作放棄地の増加等が喫緊の課

題となっている中、被害への防御及び個体の捕獲について対策が講じられたことにより、

捕獲頭数は増加傾向にあります。

 しかしながら、高齢化等により狩猟者の担い手不足が危惧される中、さらなる被害防止

への対策により多面的機能を有する農地等を守っていくこと、獣肉を地域の資源として活

用する取り組み、被害防止対策を担う人材の確保及び育成を含めた、継続した関連予算措

置の充実が望まれます。

○各集落における防護柵の設置や捕獲活動により、防御は向上し捕獲頭数は増加傾向にあ

るものの、依然として被害は収まらず、また自然形態の崩壊も危惧されることから、近隣

町村と連携した、広域的な被害防止対策を講じ、支援を行うことを望みます。

○平成２９年度予算につきましては、第５次総合計画の重点戦略の実現と国が進める地方

創生の戦略実現に向けて、限られた財源の中での予算編成がなされたところです。町財政

も大変厳しい諸情勢ではありますが、有害鳥獣被害防止対策交付金、町単独事業を含む関

連予算の拡充及び充実を望みます。

○集落等の地域内において、有害鳥獣被害防止対策を担う人材の確保及び育成が喫緊の課

題となっています。捕獲促進のため、高齢化等により減少が著しい狩猟者、有害鳥獣捕獲

従事者、わな猟免許者の各経費の負担軽減を行うことは、人材確保及び育成に有効な手段

であると考えます。

 さらに、地域におけるリーダーの確保及び育成を行うことに加え、捕獲獣を有効活用し、

地域の資源とするために、解体処理施設や獣肉の販路確保について、近隣町村と連携した

取り組みの構築を進め、住民、猟友会及び捕獲班等関係機関の緊密な情報共有と意見交換

を、行政主導により円滑に進めることを望むものです。

 以上、調査報告といたします。

平成２９年６月１６日   

五ヶ瀬町議会     

総務農林常任委員会  

委員長 秋本 良一  
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④地域組織の在り方
第５次五ヶ瀬町総合計画 

（後期基本計画）より抜粋 

４ コミュニティ 

【現状と課題】  

 本町の集落は各地域の川沿いや山間

部の狭溢な土地に点在しており、町道や

生活改善センター等を整備し住民生活

の利便性の向上、コミュニティ活動の場

の確保に努めています。 

しかし、集落内の高齢化や過疎化によ

る人口減少により、コミュニティの機能

維持が困難になりつつあります。 

【施策方針】 

本町は、自治会と公民館が融合したコミュニティ活動体制が作られており、地域

主体で進められる地域づくりの取り組みを展開していきます。過疎化・高齢化が進

む中、地域が置かれている状況も変化してきているため、将来のあるべき姿を模索

します。 

一般質問 

定例会 質問 執行部答弁 

平成 26年 

第２回 

（６月） 

行政区の見直しに

ついて 

（綾健一議員） 

・行政区における公共ｻｰﾋﾞｽ補完ｼｽﾃﾑは不可欠 

・地域毎に過去の経緯に配慮しなければならない 

・住民の自発的な議論を期待している 

平成 28年 

第３回 

（9月） 

行政区の見直しに

ついて 

（佐藤成志議員） 

・地域づくりを担える体制が必要 

・現行の行政区を望む声が多いが、組の再編は自主

的に進められている 

・自治行政区と自治公民館の役割分担を行う必要

がある 

・公民館長さん方と意見交換を重ねながら方向性

を見極めたい。 

平成２8年１２月 行政視察（全議員） 鳥取県日南町 

           日南町の地域運営組織の取り組み 

平成 29年  １月 議会全員協議会 

議会として地域組織の在り方の研究を進める事を確認 




